
（特非）　田舎のヒロインズ

（特非）　丸瀬布昆虫同好会

自然豊かな日本の農村を守るために女性農
家が取り組む次世代・消費者教育

虫のいえを学校に広げよう

オンラインツアー・
セミナー・勉強会 47 回

学生受入れ 11 人・回

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 40 ％
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活動内容と成果
都市住民が農業・農村の現状や現場をもっと身近に感
じてもらうためファームツアーを実施。新型コロナウイ
ルス感染拡大のためオンラインに切り替えた。教育機
関への出前授業もオンラインで実施。女性農家が伝え
るべき内容のプログラム化もはかった（環境面）。大学
の授業がオンライン化したことから、農業に興味があ
る子たちを農家が受け入れ、リモートで授業を受けな
がらも合間に農作業を手伝う「休学しない農村留学」の
モデルづくりに着手。これから社会に出る若者たちが、
農業・農村の現場に触れる機会を持てるような仕組み
づくりの好スタートを切った。

活動内容と成果
春に学校の校庭に「虫のいえ」を設置した。子どもた
ちと一緒に木を入れ、身近な場所に虫が集まる環境
を作った。このことにより身近な虫へ関心が高まり、
秋の木出しのときはもちろん、普段でも、たくさんの
虫を観察・採集してくれた。事前事後の調査比較で
は、虫を触れる子や飼育する子も増加した。また、子
どもたちの積極的な取組みで採集数も種類も多く、
その中には遠軽町で初めて採集できた昆虫もいた。
採集した昆虫は同定し、標本にして学校に展示した。
同じ町内でも2校で採集した虫の種類の違いも見ら
れ、今後の取組みにいかしたい。

課　題
日本の農村人口や農業者数が減っており、将来的に農
地や里山を維持する人手が確保できないと、食糧を生
産できなくなるだけでなく、生物多様性が失われ、持続
可能な社会が実現できなくなる。

目　標
都市と農村が協力し合って持続可能な生産と消費が
「当たり前」となった社会。またそれを可能にするため、
意識が高い生産者を確保するための次世代育成体制の
確立。

課　題
これまでの学校での「虫」の学びは、教科の中での学習
であり、学校周辺に集まる理科の教科書の中の虫の学
習が中心で、写真や標本で終えることも多い。虫に触れ
ない子も多い。

目　標
「虫のいえ」を設置することにより、児童のすぐそばの
環境にまだたくさんの生き物がいることを知る。まだ
まだ残っている自然を虫を通して体感し、それを守る
心を育てたい。
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■苦労した点
これまでやっていなかった活動に取
り組もうとするときに、メンバー同
士が実際に会って目標や手法を共有
できなかったこと。

■工夫した点
学生に会議の記録をとってもらい
（録画＆ログ資料）、会議に参加でき
なかったメンバーも後から確認でき
るようにした。

■苦労した点
新型コロナウイルスの関係で学校訪
問に制限があり、同好会の参加者を
絞らざるを得なくなった。また、学校
との連携も難しさがあった。

■工夫した点
学校との連絡相談は、電話やメー
ル・郵送で行い訪問回数を絞った。
昆虫採集は、学校にお願いし採集し
た昆虫はまとめて回収した。

オンラインファームツアーは、内容の充実・差別化をはかるため、慣れてきたメン
バーで4回ずつ配信する。一方、質の高い教育や配信ができる仲間を増やすための
連続講座を実施していく。学生受入れについても継続する。

今年度は、比較的山林に近い小規模校2校の取組みであった。次年度は、市街地の
中規模校1校に設置し取り組みたい。住宅地の子どもたちと場所で、どのくらいの
種類・数の虫を採集できるかが興味深いところである。
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オンラインファームツアーオンラインファームツアー

「虫のいえ」の虫だし。全校生と職員が参加「虫のいえ」の虫だし。全校生と職員が参加

休学しない農村留学休学しない農村留学

「これぼくが捕まえた虫だよ。」標「これぼくが捕まえた虫だよ。」標
本の展示本の展示

虫のいえ製作 2 棟

虫のセミナー実施 30 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 90 ％
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